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2005年度CEReS共同利用研究発表会プログラム（口頭発表）
（発表15分．質疑応答5分）
10舟0---10:10 センター 長挨拶
10:10---10:30 松岡真如，早坂忠裕（地球研） ト2 AVHRRGACデー タを用いた4km解像度グローパJレデー タセットの作成
10-.30-1仕切
豊田威信、木村翻明（北大低温研）．
G 衛星情報と現場観測に基づくオホーツク海の海氷生成機構の擬正舘山一孝（北見工大）
10：日ト1迎。 休憩
久慈被（奈良女子却、塩原匡貴、
1王か1却 矢吹正教（極地冊、小林拓（山梨均、 P-3 しらせ船上観測データを用いた、秋季日本近海におけるエアロゾルの特徴
肉山明博、山崎明宏（気象冊
1ニ20---11:40 朝隈康司（東京農業大） P-3 衛星函像を用いた千葉周辺における広域的エアロゾル光学糊全の導出
11:40-12.00 原正直（ビジョンテック） P-1 DMSPを用いた人為起源CO2排出量の推定の鼠み
1却 0---1300 昼食
13:00--14刻3 プロジェクト会合
14剣ト15却 ポスター 展示・説明 （パネル｛1伽可X1.2m]が纏備されます4寺に貼付場所を指定しませんので．適宜貼って下さい）
15王ゆ15:20 村山積l幸、関口美保（東京海洋大） P-3 多波長ラマンライダー とスカイラジオメー ター からみた対流鹿エアロゾjレの光学特性と
微物理特性
木下紀正・飯野直子・菊川浩行・永松哲郎・金柿主税
15:20---15：伺 （鹿児島大学）． P-3 噴煙・黄砂と地表状態の映像観；l！における諸問題
干亙澄孝博（中之島天文台）
15・4ト1600 川田剛之、梅木拓也（金沢工大） P-3 
反射率バンド比及び陸犠エアロゾル学的パラメータ推定におけるエアロゾルモデルの
化響について
16：（）ト16乏O 久慈誠（奈良女子大）、衡地信行（宇宙航空研究 G GU近赤外観測データを用いた可降水量プロダクトの検鉦開発樹め内山明1尊（気象冊
16乏0---16:40 青梨和正（気象研） P-3 マイクロ波放射百十デー タの非静力雲解像モデルへの同化法の開発（序報）
16・：40-16：閃 終了後修司共同利用委員会委員長）
2005年度CEReS共同利用研究発表会プログラム（ポスター発表）
（パネル［1.8mX 1.2m]が準備されます糊こ貼付場所を指定しませんのでf適宜貼って下さい ）
相田佳孝．春山成子（東京大学），近藤昭彦（千葉大学） P-1 アムールjlil't却のNOVIの季節変化
伊臓器主春山成子（東京大学） P-1 カンボジア領内メコンデルタの洪水モニタリング
；宰口貴士．伊務崎修弘（千葉大学） P-1 InSARIこよる地表変動の検出切
佐々 木真人野田浩司，浅間陽一（東京大学）．
P-3 広角高精度望遠鏡を利用した大気透過率言十測手法の開発
久世宏明，深JI雌介，甲賀有隣（千葉大学）
鷹野脚凡秋田健一．久保博．河村洋平．熊谷1噂
ト3 開発した低出力高感度 95GHz雲レーダの性能ー「みらい」に搭載した太平洋での雲観測
高村民雄（千葉大学）．中島娘至（東京大学）
服部克巳（千葉大海洋バイオ）、鈴木洋介（千葉大理）、
西橋政秀（千葉大院）、鴨川l仁（学芸大）、 P-3 衛星で観測された地震に関連する電磁気現象
Michel Parrot{LPCE, France）、劉正彦（台湾中央大）
山北剛久・仲間雅裕・近蕨昭彦（千葉大） P-4 RS:GISによる海草藻場動態の空間スケール依存性の解析
石井光漬（千葉県水産総合研究センター ）．山北剛久・
仲間雅裕（千葉大学大学模自然枠学研究科）．近藤昭彦 P--4 千葉県沿岸における藻場のデータベース化
（千葉大学環境リモー トセンシング研究センター ）
木村宏（岐阜大）．西尾文彦（千葉対 G 干渉合成関口レーダOn臥R)Iこよる南極の氷河・氷床;1,'t晶マッピング
榎本浩之（北見工業大学）．西尾文彦（干葉大学） G {t遅海氷観測による急速な海氷変動の検出
竹田法美．矢野圭美．長室長平（東海大学）． G 3次元画像計測による氷厚測定とその分布翻査
永田隆一（オホー ツク・ガリンコタワー ）
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